

















1 )  末 梢 と 中 枢神経系 に お け る 「痛 み 」 と 「淳 み 」
の伝達 ・ 制御 の メ カ ニ ズ ム を 生化学， 薬理 学 ， 分
子生物学的手法 を 用 い て 解析.
2 )  íi痛 み 」 あ る い は 「淳 み J を 伴 う 疾 患 に 適 用 さ
れ る 和漢薬 と 西 洋薬 の 効 力 検定お よ び作用機序 の
解析 に 有用 な病態モ デル動物の開 発 と ， こ れ ら 薬
物 の 作 用 機序 の解析.
3) 和漢薬 中 の 活性物質 の 生化学， 内 分泌学 的 方 法
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